
令和５年度    １学年 数学科 年間指導計画・評価計画       担当［栗原涼・石井健史郎］ 

教 科 の 目 標 
指 導 ・ 評 価 の 重 点 お よ び 工 夫 点 

知識・技能の定着 思考力・判断力・表現力の育成 主体的に学びに向かう態度の育成 学習評価の生徒へのフィードバック 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通し

て、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

①数量や図形などについての基礎的な概念や原

理・法則などを理解するとともに、事象を数学化

したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処

理したりする技能を身に付けるようにする。 

②数学を活用して事象を論理的に考察する力、数

量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的

に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

③数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘

り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとす

る態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善

しようとする態度を養う。 

①習熟度別のグループ学習の実施
や､個に応じた指導を実施す
る。   

②放課後や夏季休業中に､学習教
室を実施する。 

③夏季休業中に､基礎・基本のよ
り一層の定着を図るため､課題
を準備する。 

④小テストや単元テストの実施

や定期考査の解き直し、ICT 機

器を活用した授業の振り返り等

を通して､個々の生徒が学習を

振り返る場面を設ける。 

①既習事項を生かして個々で考え、
新たな解答方法を見いだす。 

②論理的な表現力を身に付けるた
め、自分の意見を数学的な表現を
用いてまとめ、説明する。 

③ICT 機器を活用したりして、他者
と考え方を共有し、問題に対して
様々な視点から考察する。 

①授業につながりをもたせるため
に､授業のはじめに前時の復習を
行う。 

②長期休業中の期間を､個々の生徒
の学習を充実させる良い機会と
捉え､学習教室を設定して学習す
る時間を確保する。              

③授業ごとの目標を明確にし、振り

返りシートを通して目標の達成

度を確認する。 

①定期考査だけでなく単元テスト
や小テストを実施する。 

②ワーク､プリント等の点検や、
振り返りシートを通して､生徒
の学習状況を適切に評価する。 

③個々の生徒に長期休業日の前
に､学習状況を伝えることによ
り､各自の学習の課題を明確に
する。 

④ICT 機器も活用しながら、課題
のやり取りを行う。 

 
◎単元（１～数十時間の学習内容のまとまり）は、学習進度および生徒の実態、その他の要因によって変更となる場合があります。その場合は各担当から生徒へ説明を行います。 

月 単元・教材 ICT との関わり 時数 
学習指導および観点別学習状況の評価の観点等  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学びに向かう態度 

４第１章 
 正の数と負の数 
 
１節  
正の数と負の数 

 
 
 
 
 
２節 
 加法と減法 
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30 ・正の数と負の数の必要性と意味につい

て、それらが使われている場面に結び付け

て理解している。 

・基準との違いや反対の性質をもつ数量

を、符号のついた数で表すことができる。 

・正の数と負の数を数直線上に表すことが

できる。 

 

 

 

・正の数と負の数の加法の計算方法を理解

し、その計算ができる。 

・正の数と負の数の加法において交換法則

と結合法則が成り立つことを理解し、法則

を利用した計算ができる。 

・正の数と負の数の減法の計算方法を理解

し、その計算ができる。 

 

 

・加法と減法の混じった式の計算方法を理

解し、その計算ができる。 

 

・基準のとり方と表される数の関係について考

察し、説明することができる。 

 

 

 

・数の範囲を負の数に拡張した数直線について

考えることができる。 

・正の数と負の数の大小関係について、数直線

と絶対値をもとに説明することができる。 

 

・既習の計算をもとにして、符号の異なる加法

の計算方法を見いだし、符号や絶対値などに着

目してまとめることができる。 

 

 

・既習の計算をもとにして、減法の計算方法を

考察し、数直線を使って説明することができ

る。 

・正の数と負の数の減法の結果についてまと

め、説明することができる。 

・正の数と負の数の必要性と意味を考え

ようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正の数と負の数の加法の計算方法を考

えようとしている。 

 

 

 

・正の数と負の数の減法の計算方法を考

えようとしている。 

 

 

・加法と減法を統一的にみて、減法を加

法の計算を捉えようとしている。 

 



・加法と減法を統一的にみて、加法と減法の混

じった式を正の項や負の項の和として捉えるこ

とができる。 

５ ３節 
 乗法と除法 
 
 
 
 
 
 
 
 
４節 
 いろいろな計算 
 

 
 

  ・正の数と負の数の乗法の計算方法を理解

し、その計算ができる。 

・正の数と負の数の乗法において交換法則

と結合法則が成り立つことを理解し、法則

を利用した計算ができる。 

・正の数と負の数の除法の計算方法を理解

し、その計算ができる。 

 

 

 

・四則の混じった式の計算順序を理解し、

その計算ができる。 

・正の数と負の数の計算において分配法則

が成り立つことを理解し、法則を利用した

計算ができる。 

・自然数を素因数分解することができる。 

・自然数を素因数分解するとき、分解の順序を

変えても、整理すると結果は同じ素数の積にな

ることを理解している。 

・東西の移動をもとにして、乗法の計算方法を

見いだし、説明することができる。 

・情報と積の符号のきまりについて考察し、説

明することができる。 

 

・既習の計算をもとにして、除法の計算方法を

考察し、説明することができる。 

・乗法と除法を統一的にみて、逆数を用いて除

法を乗法の計算と捉えることができる。 

 

・数の集合とその集合における四則計算の可能

性について捉え直すことができる。 

 

 

 

・自然数を素数の積で表すことにより、約数、

倍数などの整理の性質について捉え直すことが

できる。 

 

・正の数と負の数の乗法の計算方法を考

えようとしている。 

 

 

 

・正の数と負の数の除法の計算方法を考

えようとしている。 

・乗法と除法を統一的にみて、除法を乗

法の計算と捉えようとしている。 

 

６ 
 
 
 
 
 
 
２章 文字と式 
 １節 
  文字と式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２節 
  文字式の計算 
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20 

・正の数と負の数を用いて変化や状況をわ

かりやすく表したり、能率的に処理したり

することができる。 

・身のまわりの事象を、正の数と負の巣を用い

て整理して表すことができる。 

 

 

・文字を用いることの必要性と意味を理解

している。 

・文字式で表された数量が、捜査の方法を

表しているとともに、捜査の結果も表して

いるということを理解している。 

・文字を用いた式における情報と除法の表

し方を理解し、表し方にしたがって表すこ

とができる。 

・文字を用いて数量の関係や法則を簡潔に

表すことができる。 

・単位が異なる数量の和や差について、単

位をそろえて１つの式に表すことができ

る。 

・文字を用いた式の文字にいろいろな数を

代入して式の値を求めることができる。 

・一次式の加法と減法の計算方法を理解

し、その計算ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
・規則的に変化する事象を、文字式を使って一

般的に表すことができる。 

・１種類の文字で表された式と２種類の文字で

表された式のちがいを考察し、説明することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・求めた式の値を具体的な場面と結び付けて考

えることができる。 

 

・一次式の加法と減法について、数の計算と関

連付けて考え、説明することができる。 

 
 
 
 
 
 
 
・文字を用いることの必要性と意味を考

えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一次式の加法と減法の計算方法を考え

ようとしている。 



 
 

 

 

・一次式と数の乗法と除法の計算補法を理

解し、その計算ができる。 

・一次式の加法と減法について、具体的な場面

と関連付けて考え、説明することができる。 

 

 

 

・一次式と数の除法と除法の計算方法を

考えようとしている。 

７ ３節 
  文字式の利用 
 

 
 
 
 
 
 
 
３章 一次方程式 
 １節一次方程式 
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18 

 
 
 
 
・数量の相等関係を等式で表し、等式から

数量の相等関係を読み取ることができる。 

・数量から大小関係を不等式で表し、不等式か

ら数量の大小関係を読み取ることができる。 

 

 

・方程式の必要性と意味を理解している。 

・方程式の解の意味を理解している。 

・方程式の代数的な操作のよさを理解して

いる。 

・等式の性質をもとに式を変形し、解を求

めることができる。 

・文字式が表す数量を、具体的な数に置き換え

て考えることができる。 

・文字式を具体的な場面で利用することができ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・等式の性質をもとにして方程式を解く方法に

ついて考察し、説明することができる。 

・等式の性質【１】と【２】、【３】と【４】

をそれぞれ効果的に使うことができる。 

・文字式について学んだことを生活や学

習に生かそうとしている。 

・文字式を利用した問題解決の過程を振

り返って検討しようとしている。 

 
 
 
 
 
 
・方程式の必要性と意味を考えようとし

ている。 

 

夏休 
 

     

９  
 
 
 
 
 
 
 ２節 
一次方程式の利用 
 

 

  ・移項の意味と手順を理解し、能率的に解

を求めることができる。 

・比例式を比の値にもとづいて変形し、方

程式とみることができる。 

・簡単な比例式について、式を成り立たせ

る x の値を求めることができる。 

 

・方程式を利用して具体的な場面における

問題を解決する手順を理解している。 

・求めた解がもとの問題の答えとして適切なも

のであるかどうかを確かめることができる。 

・式変形の過程を考察し、方程式を解く一般的

な手順をまとめることができる。 

 

 

 

 

 

・方程式を具体的な場面で利用することができ

る。 

 

・いろいろな方程式を能率的に解く方法

を考えようとしている。 

 

 

 

 

 

・方程式について学んだことを生活や学

習に生かそうとしている。 

・方程式を利用した問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

１０ ４章比例と反比例 
 １節 比例 
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20 ・関数の意味を理解している。 

・変数、変域の意味を理解している。 

・比例の関係を式に表すことができる。 

 

 

 

・座標平面上の点の位置を読み取ったり、

座標として表したりすることができる。 

・比例の関係をグラフに表すことができ

る。 

・比例のグラフの特徴を理解している。 

 

・具体的な事象から関数関係を見いだし、見い

だした関係について説明することができる。 

・比例の関係を負の範囲に拡張し、関数関係と

して捉え直すことができる。 

・x と yの関係を表に整理して、変化と対応を

調べることができる。 

 

 

・比例の表、式、グラフを相互に関連付けてみ

ることができる。 

 

 

 

・比例の関係を、変域や比例定数が負の

数の場合に拡げて考えようとしている。 

 

 

 

 

・比例の表、式、グラフを相互に関連付

けようとしている。 

 



 ２節 反比例 
 
 
 
 
 

 

・反比例の関係を式に表すことができる。 

 

 

 

・反比例の関係をグラフに表すことができ

る。 

・反比例のグラフの特徴を理解している。 

・反比例の関係を負の範囲に拡張し、関数関係

として捉え直すことができる。 

・x と yの関係を表に整理して、変化と対応を

調べることができる。 

・反比例の表、式、グラフを相互に関連付けて

みることができる。 

 

・反比例の関係を、変域や比例定数が負

の数の場合に拡げて考えようとしてい

る。 

 

 

・反比例の表、式、グラフを相互に関連

付けようとしている。 

１１  ３節 
比例と反比例の利用 

 
 
 
 
５章平面図形 
 １節 平面図形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２節 作図 
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18 

 
 
 
 
 
 
・平面上の点や直線の一喚起をとらえるこ

とができる。 

・記号を用いて、点や直線の関係、角を表

すことができる。 

・平行移動、対称移動、回転移動の位置と

決まりを理解している。 

・移動前と移動後の２つの図形の関係を理

解している。 

 

 

・垂直二等分線、角の二等分線、垂線を作

図する方法を理解している。 

 

・具体的な事象を比例、反比例とみなし、式、表、

グラフを利用して考察することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動前と移動後の２つ図形の関係に着目して

図形の性質や関係を見いだし、説明することが

できる。 

・図形の移動を具体的な場面で利用することが

できる。 

 

・図形の対称性や図形を決定する要素に着目し

て基本的な作図の方法を見いだし、説明するこ

とができる。 

・基本的な作図の方法について、図形の対称性

をもとに統合的にみることができる。 

・比例、反比例について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

・比例、反比例を利用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

・２つの図形がどのような移動によって

重なるかについて、多様な方法を考えよ

うとしている。 

・移動前と移動後の２つ図形の関係につ

いて考えようとしている。 

 

・作図の方法について、図形の対称性を

もとにして考えようとしている。 

 

１２  ３節 円 
 

 
 
６章 空間図形 
 １節 空間図形 
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・円の弦の性質を理解している。 

 
 
 
・多面体、角錐、円錐の意味やそれらの特

徴を理解している。 

・空間において直線や平面がどのように決

定されるかを理解している。 

・空間における直線や平面の位置関係を理

解している。 

・立体を、平面図形の運動によって構成さ

れたものとみることができる。 

・円の対称性に着目して円の接線を作図する方

法を見いだすことができる。 

 
 
・構成要素に着目して立体の特徴を考察し、説

明することができる。 

・空間における直線や平面の位置関係について

考察し、説明することができる。 

 

 

・見取図と投影図を相互に関連付けてみること

ができる。 

 
 
 
 
・立体を多面的に考察しようとしてい

る。 

 

・現実の世界の具体物を数学的に捉え考

察しようとしている。 

 

 

 

１  ２節 
立体の体積と表面積 
 

 
 

  ・角柱、円柱、角錐、円錐の体積の求め方

を理解し、それらを求めることができる。 

 

 

 

 

・見取図と展開図を相互に関連付けてみること

ができる。 

・角柱、円柱、角錐、円錐の体積の求め

方を考えようとしている。 

 

 

 



・おうぎ形の弧の長さと面積が中心角の大

きさに比例することを理解している。 

・おうぎ形の弧の長さや面積を求めること

ができる。 

・角柱、円柱、角錐、円錐の表面積の求め

方を理解し、それらを求めることができ

る。 

・球の体積や表面積を求めることができる。 

・おうぎ形の中心角の大きさと弧の長さや面積

にどのような関係があるか考察し、説明するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

・角柱、円柱、角錐、円錐の表面積の求め方

を考えようとしている。 

２ ７章 

 データの活用 

１節 

データの整理と 

その活用 
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14 ・ヒストグラムの必要性と意味を理解して

いる。 

・データを表やグラフに整理することがで

きる。 

・相対度数と必要性と意味を理解してい

る。 

 

・データを分析して分布の傾向を読み取り、批

判的に考察し判断することができる。 

 

 

・ヒストグラムの必要性と意味を考えよ

うとしている。 

・データの傾向を読み取り、批判的に考

察しようとしている。 

・相対度数の必要性と意味を考えようと

している。 

・データの分布について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

 

３ ２節 確率 
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 ・多数の考察や多数回の試行によって得ら

れる確率の必要性と意味を理解している。 

 

・多数の観察や多数回の試行の結果をもとにし

て、事象の起こりやすさの傾向を読み取り、説

明することができる。 

 

・多数の観察や多数回の試行によって得

られる確率の必要性と意味を考えようと

している。 

・多数の観察や多数基の試行によって得

られる確率について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られ

る確率を利用した問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

評価材および評価方法 

定期考査、小テスト 単元テスト 

振り返りシート 

授業課題 

定期考査、小テスト 単元テスト 
振り返りシート 

授業課題 

小テスト、課題の取組、授業の振り返
り、単元の振り返り（学びの足跡）、定
期考査の振り返りチェック、復習レポー
ト 

 


